



























































































































































































































































































































国　名 秋田本B 正保石高 元禄郷帳
下　総
吹@蔵
增@陸
150，140石余
W40，000石余
V52β00石余
444，829石
X82，327石
W40，048石
568，331．ll374石
P，167，862．98339石
X03，778．45800石
※正保石高は川村博忠氏による（川村　1984，の第19表）。
※北島正元校訂『武蔵田園簿』（近藤出版社，1977）における武蔵国の
正保期一国石高は982，337．9658石。
※元禄郷帳は関東近世史研究会編「関東甲豆郷帳』（近藤出版社，1988）
　による。
東京大学総合図書館所蔵の絵図（東大本と呼ぶ）はそれらに比べれば詳細な描写をもつ点で，
系統を異にするように思われる。本稿でこれまで述べてきた各絵図の特徴を踏まえると，今の
ところは図6に示したような関係を想定することができる。
　なお「国々切絵図」に記載された一国石高にっき，先に私が調査した下総，武蔵，常陸の計
3力国分を後の一国石高と比較したのが表5で，明らかに正保期の石高よりも少ないことがわ
かる。但し，寛永15年国絵図にも一国石高は記載されており，たとえば備前国の石高は280
万900石と記載されている（川村博忠1984a）が，これは正保国高と全く変わらない数字で
ある。寛永期の一国石高は今後一層の分析が必要であろう。
4．展 望
　以上，「国々切絵図」にっいて記載内容と記載形式の両面から検討を加えてきた。その結果
を改めて述べれば，記載内容上は寛永10年国絵図の可能性が高く，記載形式の上からも寛永
10年国絵図に近いと言えるが，川村氏の言う「縮写図」よりは「略図」と表現するほうがよ
り的確なように思われる。しかし絵図により記載形式・内容の不統一も見られるので，今回は
検討できなかった各写本の成立年代をはじめ今後ともさらなる検討が必要であり，その意味で
「国々切絵図」に対する地域史の視点からの研究・活用が今後一層進むことを期待したい〔付
記〕。
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　ここで疑問に思うのは，全国の新しい国絵図が既に完備されている段階の江戸時代前～中期
において，なぜ「国々切絵図」は各地で写され，伝来したのか，ということである。日本全体
の地形や交通を知るため，幕府でも各藩でも諸国国絵図に対する需要は当時から存在したと思
われるから，それに応えるため幕府が各国の略図をある時期に作成したことは考えられる。そ
の際，陸上・海上交通路，難所，川渡しの様子までも詳細に記入させ，軍事上の目的を持って
いたと評価されている正保国絵図は，まさに軍事機密として秘匿され，その代替品として改訂
前の寛永国絵図が使用されたのではないか。これは前述の「日本図」「日本分形図」の成立事
情にも関連するだろう。
　ここで想起されるのは，板行国絵図の最初が宝永6年（1709）だったという矢守一彦氏の指
摘である（矢守一彦　1977）。板行国絵図については今後の研究に委ねられるべき点が多いが，
その成立以前の需要には当然に写本国絵図を用いたと考えられる。諸国国絵図に対する需要が
不変のものならば，両者は一っの歴史の流れとして捉えることが可能になり，「国々切絵図」
とは異なる時代の諸国写本国絵図の存在も想定できよう。以上はいずれも想像の域を出ないが，
今後のための仮説として提示しておきたい。
　最後に，本稿への写真掲載にあたっては「国々切絵図」を所蔵する秋田県公文書館及び同館
職員の煙山英俊氏と桜庭文雄氏，山口県文書館及び同館職員の山崎一郎氏に特段の御配慮をい
ただいた。掲載した絵図の一部は茨城県千代川村史編さん室が1998年3月に実施した調査の
成果で，同室及び職員の赤井博之氏の御高配をいただき，調査の際は原田信男氏から数々の御
教示をいただいた。旧下総国葛飾郡の史料については埼玉県幸手市史編さん室職員の原太平氏
に御教示をいただいた。さらに秋田本Aのトレース図作成にあたっては斎藤雅子氏の御協力
を得た。いずれも末筆ながらここに記して謝意を表したい。
　このほか，明治大学図書館所蔵「日本図」の知見は，同図書館インターネットホームページ
（http：／／www．lib．meiji．ac．jp／）に掲げられた画像の閲覧によって得た。同図書館の先駆的な
試みに敬意と感謝の意を表するものである。
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〔付記〕秋田本Bの郡名記載を見ると，近世に豊田郡を分割して設置された岡田郡の名が見えない。
　　　正保国絵図ではその存在が明らかなので，岡田郡の設置は寛永10年～正保元年の間に実施され
　　　たと考えることができよう。なお，千葉県野田市立博物館学芸員の猪股寛氏の御教示を得た。
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